
                     

 

 

 
                            平成２７年６月８日 

 

 報道機関 各位 

 

記 者 説 明 会 （6 月 9 日 11 時・東京）の ご 案 内 

 

 

 

 

 

 

【ポイント】 

１． 染色体の最末端 DNA（DNA の一番端）のテロメア G テールは、血管内

皮機能が障害されている患者や広範囲な大脳白質病変を有する患者で顕

著に短縮する。 

２． テロメア G テール長が、血管内皮機能評価で用いられる血流依存性血管

拡張反応（FMD）と相関する。 

３． テロメア G テール長は、頭部 MRI で評価した大脳白質病変の重症度に関

連する。 

４． テロメア G テール長が心血管病、脳卒中、認知症などの病気の発症リス

クを評価する新規バイオマーカーとなる可能性が高く、未病検査として普

及すれば医療費の大きな削減につながる可能性がある。 

 

【概要】 

広島大学大学院医歯薬保健学研究院 脳神経内科学（祢津智久特任助教、松本

昌泰教授）と細胞分子細胞生物学（田原栄俊教授）の研究グループが心血管リス

ク因子を有する患者を対象とした横断研究で、白血球テロメア G テール長が血管

内皮機能や大脳白質病変に強く関連していることを報告しました。 

 

テロメアGテールとは染色体DNAの末端にあるテロメア領域の最末端部分の

一本鎖 DNA であり（図１）、染色体の機能維持に極めて重要な役割を示すことが

実験では示唆されていましたが、テロメア G テール長の臨床的意義は明らかでは

ありませんでした。本研究では田原教授が開発したテロメア G テール HPA 法を

用いて（Tahara H et al, Nat Methods. 2005）、患者さんの白血球テロメア

長、白血球テロメア G テール長を測定し、同一患者で血流依存性血管拡張反応

（Flow-mediated dilation、FMD）を用いた血管内皮機能や頭部 MRI で評価し

た大脳白質病変の重症度との関連性を検討しました。その結果、テロメア G テー

ル長がこれらの因子と強く関連していることが明らかになりました(図２、図３)。 

 

本研究で用いた測定技術は、すでに広島大学発のベンチャーである株式会社ミ
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ルテルで臨床実用化されている技術であります。また、昨年には広島大学腎臓内

科学との共同研究で、透析患者において白血球テロメア G テール長の短縮が心血

管イベント発症に関連することを発表させていただいています（Hirashio S et al, 

Clin J Am Soc Nephrol. 2014）。 

 

血管内皮機能障害は動脈硬化疾患と強く関連し、心血管病の発症と関連するこ

と、また大脳白質病変は脳卒中の発症や再発、認知症に強く関連することなどか

ら、テロメア G テール長が心血管病、脳卒中、認知症などの病気の発症リスクを

評価する新規バイオマーカーとなる可能性が高いと評価され、The Lancet 誌と

CELL press誌の共同のOpen journalであるEBioMedicineに掲載されること

が決まりました。 

 

白血球テロメア G テール長は心血管病、脳卒中、認知症の発症リスクを採血で

検査でき、超高齢社会におけるこれらの疾患予防につながる成果として期待でき

ます。 

 

図１． テロメア（染色体 DNA の末端）とテロメア G テール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図 2． 血管内皮機能とテロメア G テールの関連 

血管内皮機能が障害されている（FMD が低値）患者ではテロメア G テールは短縮

している。 

 
図 3． 大脳白質病変とテロメア G テールの関連 

大脳白質病変のスコアが高い患者ではテロメア G テールは短縮している。 

 

 

【掲載雑誌】 EBioMedicine 

 

【論文タイトル】 

Telomere G-tail length is a promising biomarker related to white matter 

lesions and endothelial dysfunction in patients with cardiovascular 

risk: a cross-sectional study 

（和訳：テロメア G テール長は、大脳白質病変および血管内皮機能のリスクを

評価する有望なマーカーである：横断的研究） 
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